



＜概 要＞  











 また、シンポジウム前日の 8 月 20 日(土)には、広東省民間文芸家協会の案内のもと、広
東省佛山市で陶磁器・工芸品生産現場の視察も行い、文化産業として伝統工芸を発展させ
るための技術・文化の継承について深い知見を得ることができました。   
主任講師： 人間科学系教授 神谷 浩夫 
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宮本雅夫(九谷焼作家)：日本工芸会正会員認定 2014 年伝統九谷焼工芸展大賞受賞 












   広東省民間文芸家協会 
運営:広東省岭南民間工芸研究院 









9:35-9:40  金沢大学地域政策研究センター長(佐無田光) 挨拶 
9:40-9:45  広東省民間文芸家協会専属副主席(李丽娜) 挨拶 
9:45-10:15 丸谷耕太(金沢大学) 
     『北部九州の小石原焼・小鹿田焼における陶芸の伝統保全と産地の変容』 
10:15-10:45 刘晓春(中山大学) 
          『中国における無形文化遺産の「生産方法」に対する保存活動』 
10:45-11:15 吉田国光(金沢大学) 
     『伝統工芸の変容と景観保全活動の展開－富山県高岡市金屋町 
における高岡銅器の場合－』 
11:15-11:45 刘子川(華南師範大学) 
     『学部教育における無形文化遺産の継承と革新』 
11:45-12:15 張 嵐・江炎明(暨南大学) 











     『歯彫の継承と革新』 
15:45-16:15杨伟东(釉薬伝承人) 
     『伝統的な釉薬の革新』 
16:15-16:45 陸穂崗(岭南民間工芸研究院院長)  





























































































































知られる。小石原焼は 1682 年に藩主が小石原の皿山に開いた御用窯に端を発し、小鹿田焼は 1705
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年 12月 28日に金屋町は重伝建に選定された。その後も景観保全をめぐる各種事業が行われてきた。 
以上のように，1990 年代前半から現在までにかけて，高岡市総合計画や都市計画マスタープラン
などの上位計画に関連した文化財の保存や，景観保全へ向けた各種計画の策定や住民調査が実施さ









1990 年代後半から 2000 年代にかけて，行政の目立った取り組みはなく，住民団体でも各種イベン
トの継続開催や個別の取り組みが中心であった。この間，景観保全に向けた取り組みは低退し，行
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政と住民団体との連携もみられなかった。 
こうしたなか，2006 年に市が「景観行政団体」として認定されたことを契機として，金屋町の景
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報告５：広州城中村の伝統手工芸の伝承と革新——獵徳村を例に取って 
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・紅釉 ・藍釉 ・瑠璃緑釉 ・紫釉 ・黒釉 ・竹黄釉 
 
【近年用いられるようになった釉薬】 
・緑銀釉 ・华紅釉 ・裂紋釉 ・冰紋釉 ・虹彩釉 
 




























































広州の気候は温和で、海流と季節風の影響を受けて、毎年 4月に 10 月まで南東の風が当たり、
10 月から 2月に北風が吹いて、外国の商船は、春夏は南東の風に乗って来て、秋は北風で訪れた。 
康煕 24 年(1685 年)は江、浙、福建、広東省の四海を設定して対外開放を閉じた。乾隆 22 年(1757
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